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令和 6年版小学校算数「新版 たのしい算数」 

複式学級用指導計画作成ガイド 
 

１． 複式学級の指導計画作成の基本的な考え方 

 指導計画の作成にあたっては、複式学級の場合であっても、それぞれの学年の指導内容の配列順序は、

教科書とほぼ同じような配列順序で作成している揚合が多いのではないでしようか。 

 その最大の理由は、算数の学習は、児童が既に学習した事柄を用いて課題を解決し、そこから新たな事

柄を学んでいくというように、その系統性を大事にしながら指導していく教科であるからです。従って、

教科書の単元配列を変える場合には、学習の系統性を十分考えて変更しないと、十分な学習効果が期待で

きないということが起こってくることに注意しなければなりません。 

 ところで、「小学校複式学級指導資料」（文部科学省、平成７年10月）には、複式学級における指導計

画の作成について、次の３点からの説明が述べられています。 

（１）教育課程の編成の特例を生かすこと 

（２）同単元指導を可能な範囲で取り入れること 

（３）直接指導及び間接指導の長所を生かすこと 

（１）の「教育課程の編成の特例を生かした指導」とは、指導する学年を内容によっては順序によらな

くてもよい、という複式学級にのみに認められたものです。しかし、現実的には、算数の場合は指導内容

において学年の系統性が明確になっており、その系統性は児童の確かな理解を図る上で重要となっていま

す。したがって、学年を越えて指導の順序を変えるということは難しいと言えます。また、そのような学

年を越えての指導計画を立てることは、先生方においてもかなりの負担となるため、なかなか見られない

のが現実と言えましょう。 

 （２）の「同単元指導」を採用しての学習指導とは、複式学級において共通の内容や類似の内容を用い

て指導するものです。例えば、第３学年と第４学年での複式学級の場合、第３学年の「分数」と第４学年

の「分数のたし算、ひき算」をそれぞれ単元の入れ替えをすることで同時期に学習する指導です。このよ

うな「同単元指導」のよさには、次のような点があります。 

＊ 上・下２個学年に同一の素材を与えることができ、それぞれの学年に適切な課題を取り出す展開

が可能になり、異なる学年の児童が同じ雰囲気の中で学習を進めていくことができる。 

＊ 下学年の児童にとっては、学習内容について見通しをもつことができる。 

＊ 上学年の児童にとっては、既習事項と現在学習している内容との関連が明らかになり、理解をい

っそう確実なものにすることができる。 

＊ 数学的な考え方や原理を中心に指導を進めることができ、指導しやすくもあるし、効果的である。 

 しかし、教科書を見ると、同じ時期に２個学年の指導内容が、必ずしも共通な内容や類似な内容になっ

てはいません。ですから、下学年と上学年の内容を組み合わせたり、配列したりする際には、既に述べた

ように、算数の内容としての系統性や順序性について十分配慮をする必要があります。 



 2 

 （３）の「直接指導及び間接指導の長所を生かした指導」にある「直接指導」とは、先生が児童に直接

指導する形態で、「間接指導」とは、例えば上学年の児童が下学年の児童に教えたりアドバイスしたり説

明したりして学習を支援する形態のことを指します。上学年の児童が下学年の児童に教えたりアドバイス

したり説明したりする活動を通して、上学年の児童は自分自身も理解を確かなものにすることはよく見ら

れます。さらに下学年の児童にわかるように「わかりやすく」を意識することが重要となるため、相手の

立場に立つという豊かな心を育成することにもつながります。また、下学年の児童にとっては、しっかり

と向き合って指導してもらえることで理解が深まったり、自分が上学年になったときの心構えが身につく

という効果も期待できます。            

 

２．「同単元指導」を目指した指導計画の作成 

 本資料は、教科書の系統的な単元配列を重視しながら、１・２年、３・４年、５・６年編制の複式学級

においての指導計画を作成しました。その際に、できるだけ「同単元指導」ができるようにと、系統性や

順序性を考えながら教科書の単元配列を一部変更しました。ただし、児童が教科書を使用して学習すると

いう立場で考えると、２個学年で同単元、同領域での組み合わせは極めて難しいといえます。各学年の教

科書が１冊であるので、単元の移動がより自由になったということができても、それぞれの単元の指導時

数が異なるため、ある単元を同じ時期にそろえて学習するようにしても、それ以後の単元の組み合わせが

うまくいかない場合が多々あります。各学校では、児童の実態や指導の経験を生かしながら、より効果の

上がる柔軟な指導計画の作成を試みるようにしてください。 

 

３．複式学級の指導計画作成や指導上の留意点 

 上記の考え方に立って資料の作成をしましたが、その際の作成上の留意点や今後指導する際に配慮すべ

き点などを挙げておきます。 

（１）教科書の指導内容の系統はできるだけ崩さないようにして、２個学年（１・２年、３・４年、５・

６年）のそれぞれが、同じ領域の指導内容を同時に指導できるように一部の単元について組み合

わせて配列しました（表内の下線部が、同領域の内容に配慮した箇所です）。また、時数の調整

のため、「読み取る力をのばそう」などの特設ページの位置を変更したところもあります。 

（２）単元の移動によって、その単元の学習が扱われている「ふくしゅう」との間があく場合がありま

す。 

（３）学校教育法施行規則に示されている算数科の年間授業時数は、第１学年が136時間（週当たり４時

間）、第２学年175時間（週当たり５時間）と異なっています。そこで、２年生が算数の学習をし

ているときに、１年生は算数の学習がないということが起こってきます。このことへの指導の工

夫が必要になります。 

（４）「同単元指導」の場合、単元のはじめから終わりまで共通のねらいを中心として指導できるとは

限りません。指導のねらいや内容に応じて、学習過程の工夫が必要となります。 
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（５）教科書にある単元の指導順序を変えて学習を進める場合にはその旨を早めに児童に知らせておく

必要があります。また、保護者にもその趣旨および変更点を前もって知らせておくとよいです。 

（６）複式指導では、授業の進度等をそろえたり、児童の学習の様子等から再学習の機会を設けたり、

学習したことをより定着させたりということから、時間調整の必要性も出てきます。予備時数の

使い方も合わせて考えるようにする必要があります。 

（７）複式学級は、小規模で少人数学級ですので、１学年の人数は極めて少ない場合があります。従っ

て、上学年の児童が下学年の児童の分からないところを教えるなど、学習の仕方の工夫が必要と

なります。 

（８）２個学年が「共通のねらい」で指導できるときには、素材や導入の仕方にも工夫ができます。異

なる学年の児童が同じ雰囲気の中で学習が進められるような配慮が大切となります。 

（９）教科書では、それぞれの学年には、各学期の単元指導時数の他に、次のように予備時数を設けて

編集してあります。実際の指導に当たっては、これらの予備時数を有効に活用できるよう考慮し

て指導することが大切となります。 

 

教科書における各学年の予備時数一覧（通常学級の指導計画の場合） 

 1学年 2学年 3学年 4学年 5学年 6学年 

１学期 3 11 10 5 6 18 

２学期 10 13 8 7 7 15 

３学期 4 3 7 4 11 13 
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